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「皆様の声」をお聞かせください。

FUJITSUファミリ会事務局

E-mail：

Fax：03-6252-2798
contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com
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旭川赤十字病院

医療法人社団伸孝会ていね泌尿器科

北見観光開発㈱

協同組合日専連北見

社会福祉法人正恵会

ブリヂストンソフトウェア㈱

ユニオンチーズ㈱

㈱ミルックス

大和リビング㈱

村商㈱

㈱ドール

㈱シスコ

サン・エム・システム㈱

㈱アイ・ツー

㈱屋根技術研究所

浜屋 ㈱

㈱デジアサ

㈱平和堂

生活協同組合連合会コープ中国四国事業連合

㈱熊平製作所

㈱エム･オー･エム･テクノロジー九州支社

ＪＮＣ開発㈱

シンコー㈱

FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための
さまざまな情報をご提供します。

　創設50周年を迎えた本年度は、全国11支部で「50周年記念」を冠とした
イベントを多数企画しています。
　東北支部では「新しい東北の創造」をテーマに「震災復興・地域活性
フォーラム」を企画。東北にちなんだ2名の講師による講演とレセプション
が行われ、当日は75団体127名に参加いただきました。

NEW FAMILY
（5～6月度ご入会分）　会報担当幹事から

LS 研 　颯田 雅之  東京海上日動システムズ㈱

　「それでは、××賞を発表します・・」表彰チーム名が呼ばれるごと
に、湧き上がる大歓声。１年間のLS研・研究分科会活動の締めくくりで
ある総合発表会・表彰式での光景です。
　初顔合せの修善寺では遠慮勝ちでしたが、何回も喧々諤々の論議を
重ね、期限ぎりぎりまでみんなでうんうん唸りながら論文を執筆して完
成させ、強い絆が生まれます。表彰されれば、みんなで肩を叩き合って
涙を流す熱い姿が見られます。
　LS研・研究分科会は、多くの企業が抱える課題を「ユーザー企業の視
点」で解決案を提案しようとする場です。「話題の新技術は実際に効果
があるのか？」「リスクは何か？」「ベストプラクティスは？」そんな率直な
疑問に応えるのがLS研です。
　メディアでもベンダーでもなく、ユーザーが情報を発信する、他には
ない貴重な場だと自負しています。テーマも、新技術や手法ばかりでな
く、人財育成・サイバー攻撃の防御・人的ミスの撲滅など、日々頭を悩ま
している身近な課題についても、異なる業種の仲間が知恵を絞って解
決策を提案します。
　LS研のスローガンは、「Challenging Innovation」。イノベーションは、
異なる分野の視点や発想の交差点で生まれます。他業種の方と密な
交流ができるLS研に参加してはいかがでしょうか。
　また、LS研では各種セミナーやフォーラムの開催、マネジメント層や
リーダー層が情報交換する場等もあります。ICT企業の方にとっても、
ユーザー企業の声を直接聞ける有益な場でもありますので、数多くの
会員企業のみなさまが参加され、交流の輪が拡がることを願っており
ます。「 障子を開けよ。外は広い！」

50周年記念企画

～「新しい東北の創造」をテーマに開催～

2014年7月24日（木） 仙台サンプラザホテルにて

震災復興・地域活性フォーラム

● 豊かに生きる誌上セミナー
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石巻地区視察や地元会員企業の㈱一ノ蔵見学（7/25実施）
FUJITSUファミリ会は、創設50周年を迎え、より一層、震災復興への支援を推進してまいります。

会 場 で は、50周 年
記念の全国横断タス
キリレーの寄せ書き
や、パネル展示として
仙台市の復興に向け
た 取り組 み 、富 士 通
のICTを 使っ た 復 興
支援事例が紹介され
ました。

仙台市副市長 伊藤敬幹氏

本田屋本店(有) 代表取締役
(株）ヒルサイドコネクション 代表取締役  本田勝之助氏

伊藤副市長より、仙台の復興状況や、新たな経済成長への取り組みが紹介され
ました。
2015年3月に仙台で開催される「国連防災世界会議」には193の国と地域、5,000名
以上の参加が予定されており、震災の経験と教訓を世界に向けて発信します。

東北を拠点に日本全国で地域活性化を推進している本田氏から、会津地方や
福島県の食やモノづくりをプロデュースし、新たなブランドとして発進する取り
組みが紹介されました。

〈講演Ⅰ〉
 「復興への戦略的施策と第3回国連防災世界会議
   ～仙台・東北からの発信」

〈講演Ⅱ〉
 「地域市場の最前線と都市ブランド戦略」

レセプション風景

	料理に合った日本酒を探す「唎き酒」

酒造会社などの「唎き酒」は、一連の製造工程を経て出荷を待つ

日本酒が、どのように仕上がったかを評価する目的で行われます。「蛇

の目」と呼ばれる唎き猪口（ちょこ）に日本酒を注ぎ、色、透明度、

香味を確かめるのですが、複数の人で評価し合うのが一般的です。

これは、唎き酒をする人の感受性や嗜好の違いやその日の体調など

によって微妙に変化する評価を平準化するためです。

たいへん興味深いのは、評価がマイナス表現の言葉を用いるこ

とです。「ここが良い」、「美味しい」などではなく、例えば「透明

度は減点 1」など減点法で評価されるのです。また「滑りがよい」、「厚

みがある、ない」といった独特の、一般には分かりにくい表現も

少なくありません。

日本食の価値が世界的に認められ、それにともなって日本酒が

世界中に広まりつつあることを考えると、もう少し分かりやすい表

現や評価方法があっても良いのではと考えます。日本酒に興味を

持ち始めた人が、食をより豊かに味わうためのパートナーとなる日

本酒を探すことのできる唎き酒方法が広がれば、日本酒は文化を

越えて広がっていくと思うのです。ここではもう少し身近な唎き酒方

法をご紹介します。

	自分なりに日本酒の物指しを持つ

酒屋さんや居酒屋さんが主宰する唎き酒会などに参加するのも良

い方法です。しかしもっと手軽に自宅で、あるいは気のあった仲間と

飲みに出かけた折に、気軽に唎き酒を楽しむのも手です。

準備するものは二つ。前回ご紹介した「精米歩合」「醸造アルコー

ルの添加の有無」の軸を思い出していただくこと。もう一つ大事な

のは、食べたい料理メニュー、あるいは旬の食材です。例えば味噌

仕立ての鍋料理に合った日本酒は、どんな種類になるでしょう。味

噌の味の濃さを考えると、これに負けない日本酒という選択肢があ

ります。精米歩合によって普通酒、本醸造、吟醸、大吟醸の順にな

らびました。日本酒本来の味の強い本醸造と合わせて美味しさを感

じていただけるかもしれません。あるいは、醸造アルコールを足し

ていないためどっしり感のある純米酒も

選択肢の一つになるでしょう。また淡泊

な水炊き鍋などに合う日本酒となれば、

軽い味わいの本醸造や純米酒が候補に

挙がってきそうです。

このように、「精米歩合」「醸造アル

コールの添加の有無」の軸に照らし合

わせて好みの料理に合いそうな日本酒

を見つけ出す物指しを持つこと。それ

が日本酒の美味しさに出会う唎き酒方

法です。

	唎き酒をより楽しくする4つのポイント

1. 味、香りのやさしい日本酒から試す
　いくつかの種類の日本酒を唎き酒していく場合、味、香りが薄い

ものから濃いものへの順番で試すのが基本的方法です。強い味と香

りの日本酒を先に試すと、より薄い味、香りを感じにくくなるのが舌

の性質だからです。強い味と香りの日本酒を飲んでしまったと思った

ら、軽く水を口に含んだり、つまみを食べたりして舌の感覚をリセッ

トすると良いでしょう。

2. 燗をつけると味の表情が変わる日本酒を探してみる
　世界中にはいろいろな醸造酒がありますが、温めて飲む方法がこ

れほど一般的なお酒は日本酒だけです。日本酒の面白さの一つは、

燗をつけることで味ががらりと変わり、意外な味わいを楽しめること

があることです。業界用語ですが、燗をつけることでより美味しくな

ることを「燗あがり」と称します。

3. 冷やしすぎない
　冷酒として味わう場合、あまり冷やしすぎるとアルコール分を苦み

として感じるようになります。冷蔵庫に長時間保管した日本酒は取り

だした後、適度な温度になるのを待って試飲することをお勧めします。

4. 試飲するなら開封後は早めに
　日本酒は開栓して空気に触れると徐々に変化していきます。保存状

態にもよりますが開栓後 1カ月以上経った日本酒は、色や香りを確か

めてください。古くなった日本酒は料理用にまわすと良いでしょう。

それでは、好みの日本酒探しへの旅をお楽しみください。

次回 362 号では、酒席の雰囲気の楽しみ方についてお話します。

http://jp.fujitsu.com/family/honbu/family/ 

HUMAN HUMAN プラスはウェブサイトへ

「あさひ山 蛍庵」より初秋に合う
日本酒のおつまみをレシピとともにご紹介します

※359号では「日本酒早わかりのキーワード」をご紹介しています。

日本酒をたしなむ
楽しむための心得 ●❷

細田 康 氏
1966年生まれ。朝日酒造㈱（創業1830年）6代目社長。東京理科大学理
工学部では応用生物科学を専攻。卒業後、大手総合化学工業メーカーに
勤務後、1995年朝日酒造㈱入社。2012年社長就任。創業家以外から初
の社長。日本酒の飲み方から楽しみ方まで情報発信に力を入れている。同
社の酒蔵は里山と圃場に囲まれるなど周辺の自然環境とよく調和してい
る。隣接する創立者の住宅・松籟閣は昭和初期に建てられたもので、国の
登録有形文化財。地域とのつながりを重視した「酒造のある里」づくりの
夢実現にも取り組んでいる。

自分好みを探しに唎き酒の旅に出かけよう
朝日酒造株式会社　http://www.asahi-shuzo.co.jp/

好みの酒器を
選んでみるのも
楽しさ倍増のコツ

唎き酒に挑戦する井川編集委員




